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※◎の質問の概要を掲載しています。

一 般 質 問
２月定例会では、２月27日、28日の２日間にわたり、
９人の議員が一般質問を行いました。

6　中家　悦生　（５ページ）
◎特産品について
・防災対策について
・熱中症対策及び避難所機能強化の

ため冷水機の設置推進を─小・
中・高校への設置について─

　
7　上田　弘志　（６ページ）

◎安全で安心できる地域公共交通の
確保を

　
8　河野　敬二　（６ページ）

◎中学校の「クラブ活動」について
・生活保護について
・日本遺産「絶景の宝庫　和歌の

浦」にかかわる市内の文化財の保
存や整備について

・重根メガソーラー発電計画について
　
9　岡　義明　（７ページ）

◎住民税の「特別徴収税額決定通知
書」へのマイナンバー記載について

・国民健康保険税・その他市税の滞
納、差し押さえについて

1　宮本　憲治　（３ページ）
・正規職員の１人当たり人件費を引

き下げ、社会保障、子育て、産業
対策に活用することを求める

◎国民健康保険税の問題点を問う

2　東方　貴子　（３ページ）
◎非常勤職員の処遇改善について
・サイクリングロードのブルーライ

ンについて

3　森下　貴史　（４ページ）
◎ヘルプマークについて
・学校での心肺蘇生教育の現状は

4　橋爪　美惠子　（４ページ）
・ふるさと発見の取り組みについて
◎国民健康保険税の子どもの均等割

の負担について
　
5　川端　進　（５ページ）

・中心市街地活性化に向けた取り組
みについて

・「地域運営組織」について
◎地方消費税清算基準の見直しにつ

いて

９
人
が
市
政
を
問
う

こ・
こ・
が

聞
き
た
い
!!
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問

行
財
政
改
革
の
一
つ

と
し
て
、
合
併
時
よ

り
正
規
職
員
数
を
29
％
削

減
し
た
と
の
こ
と
だ
が
、

身
分
の
不
安
定
な
非
常
勤

職
員
が
増
え
て
い
る
の
で

は
な
い
の
か
。

非
常
勤
職
員
の
報
酬
は

ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
の
定
義

と
さ
れ
る
２
０
０
万
円
以

下
が
７
割
以
上
で
あ
り
、

民
間
の
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア

を
是
正
、
改
善
す
べ
き
立

場
に
あ
る
行
政
が
皮
肉
に

も
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
を
生

み
出
し
て
い
る
と
言
わ
ざ

る
を
得
な
い
。
合
併
時
か

ら
５
年
ご
と
の
非
常
勤
職

員
の
人
数
の
推
移
は
。

答

合
併
時
１
８
０
人
、

５
年
後
は
２
２
６
人
、

そ
の
５
年
後
は
２
５
４
人
。

問

正
規
職
員
数
対
非
常

勤
職
員
数
は
約
２
対

１
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

を
ど
の
よ
う
に
感
じ
る
か
。

答

非
常
勤
職
員
の
配
置

に
当
た
っ
て
は
、
効

率
的
で
安
定
的
な
サ
ー
ビ

ス
提
供
に
つ
な
が
る
か
判

断
し
、
安
易
に
正
規
職
員

数
を
減
ら
し
非
常
勤
職
員

に
置
き
換
え
る
こ
と
が
な

い
よ
う
配
慮
し
て
い
る
。

問

広
が
り
続
け
る
格
差

解
決
に
向
け
て
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答

非
常
勤
職
員
に
係
る

任
用
・
報
酬
等
の
制

度
に
つ
い
て
は
、
平
成
32

年
度
か
ら
会
計
年
度
任
用

職
員
と
し
て
新
た
な
制
度

が
開
始
す
る
。
そ
の
移
行

に
向
け
、
期
末
手
当
の
支

給
や
昇
給
制
度
の
運
用
に

つ
い
て
協
議
を
進
め
る
と

と
も
に
、
そ
の
財
源
確
保

に
向
け
、
国
へ
の
働
き
か

け
と
行
財
政
の
見
直
し
を

行
っ
て
い
く
。

海南市役所

問

平
成
28
年
度
、
29
年

度
の
国
保
会
計
の
歳

入
歳
出
差
引
額
、
黒
字
額

を
問
う
。

答

平
成
28
年
度
の
歳
入

歳
出
差
引
額
は
、
４

億
１
２
６
６
万
円
、
精
算

金
を
除
く
と
３
億
２
２
７

４
万
円
、
平
成
29
年
度
は
、

約
３
億
円
、
精
算
金
を
除

く
と
約
２
億
円
を
見
込
ん

で
い
る
。

問

紀
美
野
町
、紀
の
川
市
、

岩
出
市
及
び
本
市
の

法
定
外
繰
入
額
を
問
う
。

答

平
成
27
年
度
の
一
人

当
た
り
法
定
外
繰
入

額
は
、
紀
美
野
町
が
２
万

８
８
０
０
円
、
紀
の
川
市

が
１
万
７
８
４
円
、
岩
出

市
が
１
万
１
１
５
７
円
、

本
市
が
１
５
０
８
円
と
な

っ
て
い
る
。

問

平
成
30
年
の
国
民
健

康
保
険
運
営
協
議
会

の
答
申
内
容
を
問
う
。

答

低
所
得
世
帯
に
配
慮

す
る
と
と
も
に
、
可

能
な
限
り
収
支
均
衡
と
な

る
よ
う
、
保
険
税
率
等
の

適
正
化
に
努
め
ら
れ
た
い

と
の
内
容
で
あ
る
。

問

平
成
28
年
度
に
お
い

て
、
黒
字
を
出
さ
ず
、

か
つ
一
人
当
た
り
１
万
１

千
円
の
法
定
外
繰
り
入
れ

が
さ
れ
て
い
た
ら
、
本
市

の
保
険
税
は
一
人
当
た
り

ど
れ
だ
け
安
く
な
っ
た
の

か
を
問
う
。

答

合
計
２
万
６
３
６
８

円
の
減
額
と
な
っ
た

と
試
算
さ
れ
る
。

問

本
市
の
国
民
健
康
保

険
税
の
問
題
点
を
指

摘
し
、他
の
医
療
保
険
に
比

べ
て
低
所
得
者
が
多
い
こ

と
を
忘
れ
ず
に
、
可
能
な

限
り
収
支
均
衡
と
な
る
よ

う
保
険
税
の
適
正
化
に
努

め
る
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

黒
字
を
出
さ
ず
、か
つ

紀
の
川
市
並
み
の
法
定
外

繰
り
入
れ
を
す
れ
ば
国
保
税
は

●
２
万
６
３
６
８
円
の
減
額
と
な
る
見
込
み

正規職員との広がる格差をどのように
解決するのか
●国への働きかけと行財政の見直しを行っていく

東方　貴子 議員

宮本　憲治 議員
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問

国
民
健
康
保
険
は
税

負
担
が
大
変
大
き
い

上
、
子
ど
も
が
増
え
る
と

均
等
割
が
増
え
、
税
額
が

上
が
る
仕
組
み
で
あ
る
。

給
与
所
得
３
０
０
万
円
の

モ
デ
ル
ケ
ー
ス
で
の
保
険

税
額
は
幾
ら
か
。
ま
た
、

協
会
け
ん
ぽ
と
比
較
す
る

と
ど
う
か
。

答

本
市
の
国
保
税
は
、

単
身
で
は
34
万
７
７

０
０
円
、
そ
の
夫
婦
に
子

ど
も
１
人
で
は
41
万
２
１

０
０
円
、
子
ど
も
２
人
で

は
44
万
６
５
０
０
円
、
子

ど
も
３
人
で
は
48
万
９
０

０
円
で
、
協
会
け
ん
ぽ
で

は
い
ず
れ
の
ケ
ー
ス
で
も

21
万
７
２
９
６
円
と
な
る
。

問

子
ど
も
が
２
人
以
上

い
る
国
保
世
帯
の
均

等
割
を
軽
減
す
る
と
、
財

政
負
担
額
は
ど
れ
だ
け
で
、

そ
の
と
き
１
世
帯
当
た
り

の
負
担
軽
減
額
は
平
均
ど

れ
だ
け
に
な
る
か
。

答

所
得
制
限
を
設
け
ず
、

２
人
以
上
の
子
ど
も

が
い
る
世
帯
を
対
象
に
実

施
し
た
場
合
、
約
１
千
万

円
が
必
要
と
な
り
、
１
世

帯
当
た
り
の
平
均
負
担
軽

減
額
は
約
３
万
円
と
な
る
。

問

子
育
て
の
観
点
か
ら

も
、
一
般
会
計
か
ら

の
繰
り
入
れ
に
よ
っ
て
子

ど
も
の
均
等
割
分
を
軽
減

す
る
措
置
を
行
っ
て
は
ど

う
か
。

答

社
会
保
障
制
度
の
一

つ
で
あ
る
国
民
健
康

保
険
に
お
い
て
、
特
定
世

帯
の
み
の
軽
減
は
、
国
の

制
度
の
も
と
実
施
す
べ
き

と
考
え
る
。
国
に
お
い
て

も
協
議
、
検
討
中
で
あ
り
、

全
国
市
長
会
等
を
通
じ
、

実
現
に
向
け
要
望
し
て
い

き
た
い
。

子
ど
も
が
い
る
国
保
世
帯
の

均
等
割
軽
減
を

●
国
に
要
望
し
て
い
き
た
い

ヘルプマーク

問

外
見
で
は
分
か
ら
な

い
病
気
や
障
害
を
周

囲
に
知
ら
せ
る
「
ヘ
ル
プ

マ
ー
ク
」
が
県
で
も
導
入

さ
れ
て
い
る
。
本
市
内
で

の
配
布
場
所
は
ど
こ
か
。

答

海
南
保
健
所
に
て

「
へ
ル
プ
マ
ー
ク
」

の
申
請
・
交
付
手
続
き
を

行
っ
て
い
る
。

問

和
歌
山
県
下
13
市
町

村
の
窓
口
で
も
交
付

し
て
い
る
。
必
要
と
し
て

い
る
方
が
入
手
し
や
す
く

な
る
た
め
、
本
市
の
窓
口

で
の
交
付
を
検
討
し
て
は

ど
う
か
。

答

実
施
主
体
は
県
で
あ

る
が
、
市
民
の
利
便

性
も
鑑
み
、
県
と
協
議
し
、

検
討
し
た
い
。

問

市
の
普
及
・
認
知
度

向
上
に
向
け
た
今
後

の
取
り
組
み
は
。

答

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配

布
場
所
を
下
津
行
政

局
や
支
所
・
出
張
所
な
ど

他
の
公
共
施
設
ま
で
広
げ

る
と
と
も
に
、
民
生
委
員

な
ど
の
福
祉
関
係
者
の
協

力
を
得
て
、
一
層
の
周
知
、

普
及
に
努
め
る
。

問

県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
簡
単
に
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
、
具
体
的
な

情
報
を
記
入
で
き
る
「
ヘ

ル
プ
カ
ー
ド
」
と
啓
発
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
セ
ッ
ト
で

配
布
し
て
は
ど
う
か
。

答
「
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
」

は
、
援
助
や
配
慮
を

必
要
と
す
る
具
体
的
な
情

報
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き

る
カ
ー
ド
で
あ
り
、
ヘ
ル

プ
マ
ー
ク
と
併
用
す
る
こ

と
で
、
災
害
時
・
緊
急
時

で
の
活
用
も
期
待
で
き
る

こ
と
か
ら
、
併
せ
て
配
布

し
、
広
く
利
用
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
し
た
い
。

橋爪　美惠子 議員

ヘルプマークの交付を市の窓口でも
●県と協議し、検討したい

森下　貴史 議員
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蔵出しみかん

問

温
州
ミ
カ
ン
発
祥
の

地
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
検
索
し
て
真
っ
先
に
ヒ

ッ
ト
す
る
の
は
鹿
児
島
県

長
島
町
で
本
市
下
津
町
に

係
る
記
述
に
な
か
な
か
た

ど
り
着
か
な
い
。
本
市
が

発
祥
の
地
と
す
る
根
拠
は
。

答

古
事
記
、
日
本
書
紀

に
橘
本
神
社
近
く
の

六
本
樹
の
丘
に
最
初
に
移

植
さ
れ
た
橘
の
記
述
が
あ

り
、
改
良
を
加
え
ら
れ
現

在
の
ミ
カ
ン
と
な
っ
た
と

言
わ
れ
て
い
る
。
２
月
に

国
立
遺
伝
学
研
究
所
が
発

表
し
た
温
州
ミ
カ
ン
の
遺

伝
子
解
析
の
結
果
で
は
温

州
ミ
カ
ン
は
紀
州
ミ
カ
ン

の
子
で
あ
る
ク
ネ
ン
ボ
に

さ
ら
に
紀
州
ミ
カ
ン
を
掛

け
合
わ
せ
て
で
き
た
も
の

で
あ
る
こ
と
が
解
明
さ
れ

て
い
る
。

問

Ｐ
Ｒ
の
現
状
と
今
後

の
計
画
は
。

答

毎
年
関
西
空
港
で
行

わ
れ
る
ナ
ン
バ
ー
ワ

ン
フ
ェ
ス
タ
な
ど
の
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
活
動
や
雛
み
か

ん
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
記
載

す
る
な
ど
ミ
カ
ン
発
祥
の

地
を
Ｐ
Ｒ
し
て
お
り
、
今

後
も
積
極
的
に
前
面
に
出

し
て
い
き
た
い
。

問

長
島
町
に
は
温
州
ミ

カ
ン
発
祥
の
地
と
刻

ま
れ
た
石
碑
や
掲
示
板
が

あ
る
。
本
市
に
ミ
カ
ン
発

祥
の
地
で
あ
る
こ
と
を
示

す
石
碑
や
掲
示
板
が
存
在

す
る
か
。
本
市
の
新
た
な

Ｐ
Ｒ
ツ
ー
ル
と
し
て
造
る

考
え
は
な
い
か
。

答

本
市
に
石
碑
や
掲
示

板
は
な
い
。
効
果
的

な
Ｐ
Ｒ
に
つ
な
が
る
シ
ン
ボ

ル
等
の
設
置
に
つ
い
て
は

ど
の
よ
う
な
こ
と
が
可
能

か
関
係
者
と
協
議
し
た
い
。

問

与
党
税
制
改
正
大
綱

に
お
い
て
、
地
方
消

費
税
清
算
基
準
の
見
直
し

が
盛
り
込
ま
れ
、
税
収
の

大
半
を
消
費
額
に
応
じ
て

配
る
仕
組
み
が
改
め
ら
れ

た
。
今
回
の
見
直
し
で
は
、

人
口
基
準
の
引
き
上
げ
な

ど
に
よ
り
、
財
政
力
が
弱

い
地
方
に
税
収
が
移
る
と

さ
れ
る
。
こ
の
見
直
し
に

対
す
る
本
市
の
見
解
は
。

答

本
市
に
配
分
さ
れ
る

地
方
消
費
税
交
付
金

の
増
加
が
見
込
ま
れ
、
財

政
の
観
点
か
ら
は
望
ま
し

い
と
考
え
て
い
る
。

問

前
鳥
取
県
知
事
の
片

山
善
博
氏
は
「
消
費

額
を
重
視
す
る
現
行
の
地

方
消
費
税
制
度
は
『
買
い

物
は
地
元
で
』
と
い
う
動

機
付
け
と
な
る
。
今
回
の

見
直
し
で
消
費
額
が
重
視

さ
れ
な
く
な
る
と
、
地
産

地
消
に
も
熱
が
入
ら
な
く

な
る
し
、
住
民
の
側
も
気

兼
ね
な
く
、
よ
そ
の
地
域

や
ネ
ッ
ト
で
買
い
物
を
楽

し
む
よ
う
に
な
る
。
か
く

し
て
、
地
元
の
商
店
街
や

流
通
業
は
一
層
疲
弊
し
、

雇
用
も
減
少
し
、
人
口
も

ま
す
ま
す
減
る
。
そ
の
結

果
、
地
方
消
費
税
が
大
き

く
落
ち
込
む
こ
と
に
な

る
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ

の
見
解
に
つ
い
て
本
市
の

考
え
は
。

答

地
産
地
消
の
取
り
組

み
は
、
地
方
消
費
税

清
算
基
準
の
見
直
し
の
内

容
に
か
か
わ
ら
ず
取
り
組

む
べ
き
も
の
で
あ
る
。「
買

い
物
は
地
元
で
」
と
い
う

機
運
が
損
な
わ
れ
る
な
ど

の
懸
念
に
つ
い
て
は
、
全

国
の
状
況
を
注
視
し
つ
つ
、

本
市
に
も
た
ら
す
影
響
に

つ
い
て
注
意
を
払
っ
て
い
く
。

地
方
消
費
税
清
算
基
準
の
見
直
し

に
対
す
る
本
市
の
見
解
は

●
財
政
の
観
点
か
ら
は
望
ま
し
い

ミカン発祥の地とする根拠とＰＲは
●文献や研究結果もあり、さらにＰＲする

中家　悦生 議員

川端　　進 議員
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問

中
学
校
の
ク
ラ
ブ
活

動
は
ど
の
よ
う
な
ク

ラ
ブ
が
あ
り
、
外
部
指
導

者
の
配
置
に
つ
い
て
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答

野
球
・
バ
レ
ー
・
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
・
バ
ス

ケ
ッ
ト
・
サ
ッ
カ
ー
・
陸

上
競
技
・
卓
球
・
吹
奏
楽
・

美
術
部
な
ど
が
あ
る
。

外
部
指
導
者
は
、
卓
球

や
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、
サ
ッ

カ
ー
、
吹
奏
楽
な
ど
９
人

の
方
を
委
嘱
し
て
い
る
。

問

先
生
の
多
忙
化
問
題

や
ク
ラ
ブ
活
動
に
お

け
る
体
罰
・
暴
力
問
題
が

全
国
的
に
も
注
目
さ
れ
て

い
る
が
、
本
市
の
実
態
は

ど
う
か
。

答

週
休
日
等
に
練
習
や

大
会
等
へ
の
引
率
を

行
っ
た
場
合
は
、
特
殊
勤

務
手
当
が
支
払
わ
れ
る
か
、

代
休
を
取
る
よ
う
に
し
て

い
る
。
体
罰
問
題
に
つ
い

て
は
、
校
長
会
を
通
じ
強

く
指
導
し
て
い
る
。

問

代
休
が
取
れ
る
現
状

か
。
さ
ら
に
、
講
師

の
先
生
も
同
じ
よ
う
な
実

態
に
な
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。

答

現
状
と
し
て
は
、
代

休
は
な
か
な
か
取
れ

て
い
な
い
。
ま
た
、
講
師

の
先
生
も
同
じ
よ
う
な
実

態
で
あ
る
。

問

中
学
生
活
の
ク
ラ
ブ

活
動
は
、
大
変
重
要

な
も
の
で
あ
る
が
、
今
、

曲
が
り
角
に
来
て
い
る
。

先
生
の
多
忙
化
問
題
、
国

や
県
が
進
め
よ
う
と
し
て

い
る
「
部
活
動
指
導
員
」

な
ど
論
議
し
て
い
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
こ
と
が
た

く
さ
ん
あ
る
。
本
市
と
し

て
も
独
自
に
研
究
す
る
よ

う
要
望
す
る
。

先
生
も
生
徒
も
無
理
な
く

楽
し
い
ク
ラ
ブ
活
動
に

●
ク
ラ
ブ
活
動
の
休
養
日
を
設
定
す
る

コミュニティバス

問

第
２
次
海
南
市
総
合

計
画
で
、「
通
院
や

買
い
物
な
ど
日
常
生
活
の

移
動
が
難
し
い
交
通
弱
者

の
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
維
持
確
保
が
必
要
」

と
し
て
い
る
が
、
現
状
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答

本
市
の
南
北
を
縦
断

す
る
Ｊ
Ｒ
紀
勢
本
線

と
東
西
を
横
断
す
る
路
線

バ
ス
が
あ
り
、
そ
の
両
路

線
を
補
完
す
る
輸
送
手
段

と
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
を
運
行
し
て
い
る
。

問

今
後
、
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
く
上
で
の

課
題
は
何
か
。

答

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

を
持
続
可
能
な
交
通

手
段
と
し
て
維
持
確
保
し

て
い
く
た
め
に
も
、
利
用

者
の
増
加
は
重
要
な
課
題

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

本
市
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
だ
け
で
は
市
内
全
域
を

カ
バ
ー
す
る
の
は
難
し
い

た
め
、
路
線
バ
ス
や
タ
ク

シ
ー
と
共
存
し
な
が
ら
交

通
政
策
に
取
り
組
ん
で
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
る
。

問

国
の
地
域
公
共
交
通

活
性
化
再
生
総
合
事

業
の
終
了
に
よ
り
、
本
市

の
地
域
公
共
交
通
計
画
は

無
く
な
っ
て
い
る
。
地
域

公
共
交
通
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
を
策
定
す
る
べ
き
で
な

い
か
。

答

公
共
交
通
体
系
の
在

り
方
の
検
討
は
必
要

で
重
要
と
考
え
て
い
る
。

関
係
課
と
協
議
や
連
携
、

調
整
を
十
分
に
行
い
、
地

域
公
共
交
通
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
策
定
の
必
要
性
を
検

討
し
持
続
可
能
な
地
域
公

共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構

築
に
努
め
た
い
。

河野　敬二 議員

地域公共交通マスタープランの策定を
●持続可能な地域公共交通ネットワーク構築に努める

上田　弘志 議員
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注意書きを記載した封筒

問

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど

の
給
与
か
ら
住
民
税

を
徴
収
す
る
た
め
に
、
市

町
村
の
長
は
、「
特
別
徴

収
税
額
決
定
通
知
書
」（
以

下
「
通
知
書
」）
を
各
職

場
に
送
付
し
、
源
泉
徴
収

し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ

る
。
し
か
し
、「
通
知
書
」

に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
記
載

す
れ
ば
、
個
人
情
報
の
漏

え
い
リ
ス
ク
が
高
く
な
る

だ
け
で
あ
る
。
ま
た
、
事

業
所
側
も
何
の
利
益
も
な

く
、
個
人
情
報
の
管
理
に

費
用
が
か
か
り
、
漏
え
い

し
た
場
合
も
責
任
を
負
わ

さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
。

全
国
商
工
団
体
連
合
会

の
調
査
で
は
、
全
国
で
２

７
３
件
も
の
漏
え
い
事
故

が
発
生
し
、
し
か
も
、
そ

の
過
半
数
の
１
５
２
件
が

「
通
知
書
」
の
誤
配
で
あ

っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
た
め
総
務
省
は
、
緊
急

的
に
各
自
治
体
に
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
を
当
面
記
載
し
な

い
よ
う
通
知
す
る
と
と
も

に
、
地
方
税
法
施
行
規
則

を
改
正
し
た
。

本
市
で
は
、
平
成
29
年

度
の
「
通
知
書
」
の
送
付

は
ど
の
よ
う
に
し
た
の
か
。

答

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
記

載
し
た
「
通
知
書
」

が
万
が
一
誤
配
さ
れ
た
場

合
の
対
処
方
法
や
事
業
所

の
特
別
徴
収
の
担
当
者
が

必
ず
開
封
し
て
い
た
だ
く

こ
と
等
の
注
意
書
き
を
目

立
つ
よ
う
に
記
載
し
た
封

筒
を
用
い
て
送
付
し
た
。

な
お
、
苦
情
や
意
見
は
無

く
、
誤
配
が
あ
っ
た
と
の

報
告
も
無
か
っ
た
。
今
後

は
規
則
改
正
に
沿
っ
て
行

い
、
平
成
29
年
度
と
同
様

に
注
意
書
き
を
し
、
普
通

郵
便
で
送
付
し
た
い
。

「
特
別
徴
収
税
額
決
定
通
知
書
」

の
送
付
方
法
は

●
目
立
つ
よ
う
注
意
書
き
を
し
た
封
筒
で

　
送
付
し
た

岡　　義明 議員

ホームページでは、市議会の日程、政務活
動費の収支報告など議会の情報を掲載してい
ます。また、市議会の会議録も閲覧できます。

平成30年２月定例会から、本会議及び委
員会の録画配信をスタートしました。本会議
場等でのやりとりがご家庭などで見ることが
できますので、ぜひご利用ください。

議会広報委員会では、より
よい紙面づくりに努めていま
す。議会だよりに関する皆さ
ま方のご意見等をお寄せくだ
さい。

市議会の定例会は年４回開会されます。
市議会では、市民の皆さんの生活に密着したさ

まざまな問題が審議されています。市政を知る機
会にもなりますので、ぜひ傍聴にお越しください。

５月に臨時会を開会します。６月定例会は６月
中旬に開会する予定です。傍聴を希望される場合
は、お手数ですが日時をお問い合わせください。

傍聴席入口に傍聴者目安箱を設置していますの
で、傍聴の際のご意見・ご感想をお寄せください。

市議会ホームページ

市議会だよりへのご意見を
お聞かせください

議会を傍聴しませんか

海南市議会事務局
〒642-8501  海南市南赤坂１１番地

ＴＥＬ　０７３－４８３－８７００
ＦＡＸ　０７３－４８３－８７０３
Ｅメール　gikaij@city.kainan.lg.jp
ホームページ
http://www.city.kainan.lg.jp/shigikai/
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収　　　入 構成割合 支　　　出 構成割合

給料 140万円 28.0% 食費 94万円 18.8%
市税（市民税、固定資産税など） 人件費（職員の給与、議員報酬、審議会委員の報酬など）

パート収入 28万円 5.6% 家族の医療費 89万円 17.8%
分担金及び負担金、使用料及び手数料、財産収入など

（保育所の保育料や市民温水プール使用料、土地貸付収入など）
扶助費（生活困窮者や障害者、児童、高齢者への支援に必要なお
金）

貯金の取り崩し 23万円 4.6% 光熱水費などの雑費 58万円 11.6%
繰入金（基金から受け入れたお金） 物件費、維持補修費

（旅費、消耗品費、燃料費、委託料、学校や公園などの修繕費）

親からの仕送り 244万円 48.8% 自治会費 42万円 8.4%
国・県支出金、地方交付税、地方譲与税・交付金など

（国や県を通じて市に入ってくるお金）
補助費等（団体などの活動支援に必要なお金）

借入金 65万円 13.0% 子どもたちへの仕送り 55万円 11.0%
市債（市が長期間借り入れるお金） 繰出金（一般会計から特別会計へ支出するお金）

借入金の返済 74万円 14.8%
公債費（市債の償還元金および利子に必要なお金）

家の増改築費 83万円 16.6%
投資的経費（学校や道路、河川、公園などの整備に必要なお金）

貯金 0万円 0.0%
積立金（将来に備え、積み立てるお金）

その他 5万円 1.0%
投資及び出資金、貸付金、予備費

（病院や水道の企業会計などへの出資や、貸付に必要なお金）

          合　計 500万円           合　計 500万円

─ 平成30年度当初予算 ─

総額は457億6,938万6,000円

かいなん家の家計簿（収支計画） 〜一般会計を年収500万円の家庭に置き換えてみると〜

246億6万1,000円一 般 会 計

２月定例会
平成30年海南市議会２月定例会は、２月22日から３月15日までの22日間の

会期で開かれました。
この議会には、市長から平成30年度の当初予算をはじめ、条例の改正や補正

予算、人事案件など議案32件が、また議員から決議案が提出され、それぞれ可
決・同意しました。　
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会　計　名 平成30年度当初予算額

国民健康保険特別会計 60億2,872万5,000円

後期高齢者医療特別会計 16億864万7,000円

介護保険特別会計 69億9,109万6,000円

地域排水処理事業特別会計 1,903万1,000円

同和対策住宅資金貸付事業特別会計 545万6,000円

港湾施設事業特別会計 1,427万4,000円

特別会計とは、ある特定の目的を対象に実施する事業について、
収支を明確にするため一般会計とは別に経理する会計です。
本市には下表のとおり6つの特別会計があります。

特 別 会 計 146億6,722万9,000円

会　計　名 平成30年度当初予算額

水道事業会計 23億9,297万6,000円

病院事業会計 41億912万円

企業会計とは、独立採算により特定の事業を経理する会計です。
本市には下表のとおり2つの企業会計があります。

討
論

企 業 会 計 65億209万6,000円

○一般会計
【賛成】本予算には、感震ブレーカー設置促進事業、地域
おこし協力隊活動事業、紫川護岸改修事業、亀池双青橋
整備事業など一般質問や窓口交渉、予算要望等で議員
が政策提言を行ってきた中から反映されている事業が多く
含まれている点を評価する。 （黒木　良夫議員）

【反対】非常勤職員と正規職員の比率が１対1.8という異
常な職員体制が改善されていない。非常勤職員の処遇改
善と非常勤職員は臨時的業務に限定し、公務労働は正
規職員で行うことを求める。また、平成30年度から保育所、
幼稚園、こども園の保育料が第２子も無料になるが、所得
制限を設けるべきではない。さらに、海南駅東土地区画整
理事業については、20年後の完成を目指すなら毎年５億
円の予算が必要になるが、それができないのであれば、工
事全体を見直し、工事区域を縮小することを求める。それか
ら、コミュニティバス等の運行を実施しているが、市民の移
動手段の確保が十分図られていない。早期に地域公共交
通計画の策定を求める。 （上田　弘志議員）

○国民健康保険特別会計
【反対】今回の保険税率の改定は被保険者の過重な負担
の解消には十分つながらない。 （上田　弘志議員）

○後期高齢者医療特別会計
【反対】保険料軽減特例の廃止で被保険者には大変な負
担増になる。また、高額療養費の負担限度額引き下げ、一
般病床の食費、光熱水費の患者負担増は高齢者の生活
をますます苦しくする。 （上田　弘志議員）

○介護保険特別会計
【反対】剰余金頼みの保険料の据え置きではなく、一般会
計からの繰り入れも含めて、介護保険料の引き下げにもっ
と努力すべきである。また、施設から在宅へというのなら、介
護を必要とする高齢者が24時間安心して生活できる条件
を整備すべきである。 （上田　弘志議員）
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こんなことが行われます
平成30年度に行われる事業の一部を紹介します

平成30年度
予算で

子育てを応援する主な事業

心配事や
困り事の相談

☆子育て世代包括支援センター事業
妊娠・出産・子育てに関する各種相談に応じます。必要に応じ支援プランの作
成や関係機関との連絡調整を行いながら妊娠期から子育て期にわたる切れ目の
ない支援を行います。（平成 30 年７月設置予定）

手当や助成

☆子ども医療費助成事業
市内にお住まいで健康保険に加入している中学校卒業までの子どもを対象に、
保険適用のある通院や入院などの医療費の自己負担分を助成します。

☆児童手当扶助事業
市内にお住まいの中学校卒業までの子どもを養育している保護者に手当を支給
します。

育児支援

☆地域子育て支援センター運営事業
育児に対する不安や孤独感を解消するため、子育て家庭に対する情報の提供・
交換、育児相談などの支援を行います。平成 30 年度からは、みらい子ども園、
こじか保育所、きらら子ども園、五月山こども園に併設する４カ所で実施します。

☆ファミリーサポートセンター事業
育児の援助を受けたい方と援助を行いたい方が会員登録を行い、０歳から小学
校６年生までの児童を対象に保育所への送迎や子どもの一時預かりなど気軽に
利用できる支援を行います。

☆特別保育事業
（延長保育・一時保育・病後児保育）
延長保育、一時保育、病後児保育を必要とする子どもに対し、
特別保育を行います。平成 30 年度からは新たにみらい子
ども園においても病後児保育をはじめとする特別保育を実
施します。

☆紀州っ子いっぱいサポート事業
（旧紀州３人っこ施策事業）
第２子以降の保育所・幼稚園・こども園に入所する児童の
保育料を無料にします。（第２子は所得制限あり）
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地域おこし協力隊を募集します

浸水対策を実施します

人口減少や高齢化等の進行が著しい地方において、地方自治体の募集に応じて国から生活費
などの支援を受けながら、概ね１年以上３年以下の期間、地方に移り住み、住民の生活支援や
地域協力活動を行ってもらい、その定住・定着を図る取り組みです。

農業振興
ミカン作りにおける高齢化・後継者不足が課題と
なっているため、下津町市坪地区で農繁期に援農
者に対する支援等を行う人材１人を募集。

水産業振興
現在、協力隊員が活動中の大崎地区に加え、塩津
地区において、カキの養殖まちおこし事業に携わ
っていただく人材２人を募集。

産業振興
漆器産業において、伝統工芸士を始め事業者が減
少し、後継者不足が課題となっているため、黒江
地区での伝統工芸事業等を行う人材２人を募集。

岡 田 地 区
浸水対策事業

排水路や貯水池の整備、排水ポンプ場の建設を
行い、岡田地区で発生する浸水被害の軽減を図
ります。

大 谷 川 護 岸
改 修 事 業

県道海南金屋線にバイパスとなる排水管を埋設
し、重根下村地区と岡大谷地区で発生する浸水
被害の軽減を図ります。

井田大坪排水路
改 良 事 業

日方大野中線に整備される歩道にボックスカル
バートを埋設し日方川に排水することで、大野
中と井田地区の浸水被害の軽減を図ります。

地域おこし協力隊とは

東浜東排水ポンプ場整備

船尾地内の日方川下流右岸のポンプ場の排
水ポンプ設備が老朽化しているため更新整備
を行います。

一中排水ポンプ場整備
海南スポーツセンター東側のポンプ場の

排水ポンプ設備が老朽化しているため更新
整備を行います。
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海南市庁舎の建設に要する経費に充てるため、
平成 19年度から積み立ててきた海南市庁舎建設
基金を廃止しました。
約６億円の積立金については、庁舎建設に要し
た経費のうち、緊急防災・減災事業債や合併特例
債の対象とならない経費（約２億４千万円）に充
当し、残額（約３億６千万円）については一般会
計に繰り入れました。

海南医療センターの救急体制充実のため、
今後５年間で職員数を増やします

庁舎建設基金を廃止しました

議案第 1 号　海南市職員定数条例の一部を改正する条例

議案第４号　海南市庁舎建設基金条例を廃止する条例

こんな質問がありました

問：職員定数を24人も増やして、経営に影響は出な
いのか。

答：経営上、入院患者を増やすのが一番良く、今後も
入院患者確保を第一に経営改善に取り組んでいき
たい。救急患者の２人に１人が入院患者になるの
で救急患者を増やしていかなければならないが、
そのためには医師の確保が重要である。現在、和
医大に医師の派遣について依頼しており、４、５年
の間に医師を４人から５人増やし医師の増員に付随
して医療技術職や看護師も増やしていきたい。

問：具体的に医師をどのような形で増やしていくのか。

答：休日の日勤帯の救急体制を強化しようとすれば、
あと４人程度内科医が必要になってくる。ただし、
働き方改革が進めばさらに医師が必要になり、今
後、医師を増やさなければ救急ができなくなると
いうことも考えられるので、医師を１年に１人ずつ
増やし、内科医を３人程度、外科医を２人程度増
やしたい。

問：現状の救急体制は。

答：平成 29年度から平日の昼間の救急当番を内科医
１人から２人にし、17 時 15 分から19 時の間は
当直医に加え内科医１人が待機している。また三
連休のうち１日は当直医に加え医師１人を配置して
おり、救急受け入れ件数は平成 28年度に比べ約
1.5 倍の約 800 件の見込みとなっている。当面
は現在の救急体制を維持し、医師が確保できれば
徐々に受け入れを拡大したい。
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議案の審議結果
議案番号 議　案　名 結果

議案第  １  号 海南市職員定数条例の一部を改正する条例 全会一致で可決

議案第  ２  号 海南市一般職非常勤職員等の任用、勤務条件等に関する条例の一部を改正する条例 全会一致で可決

議案第  ３  号 海南市特別職報酬等審議会条例の一部を改正する条例 全会一致で可決

議案第  ４  号 海南市庁舎建設基金条例を廃止する条例 全会一致で可決

議案第  ５  号 海南市国民健康保険基金条例の一部を改正する条例 全会一致で可決

議案第  ６  号 海南市税条例の一部を改正する条例 全会一致で可決

議案第  ７  号 海南市手数料条例の一部を改正する条例 全会一致で可決

議案第  ８  号 海南市立小学校及び中学校設置条例の一部を改正する条例 全会一致で可決

議案第  ９  号 海南市集会所条例の一部を改正する条例 全会一致で可決

議案第１０号 海南市後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例 全会一致で可決

議案第１１号 海南市国民健康保険税条例の一部を改正する条例 賛成多数で可決

議案第１２号 海南市指定居宅介護支援の事業の人員及び運営に関する基準等を定める条例 全会一致で可決

議案第１３号 海南市介護保険条例の一部を改正する条例 全会一致で可決

議案第１４号 海南市都市公園の設置等に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 全会一致で可決

議案第１５号 海南市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例 全会一致で可決

議案第１６号 海南市火災予防条例の一部を改正する条例 全会一致で可決

議案第１７号 平成２９年度海南市一般会計補正予算（第８号） 全会一致で可決

議案第１８号 平成２９年度海南市国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 全会一致で可決

議案第１９号 平成２９年度海南市介護保険特別会計補正予算（第３号） 全会一致で可決

議案第２０号 平成３０年度海南市一般会計予算 賛成多数で可決

議案第２１号 平成３０年度海南市国民健康保険特別会計予算 賛成多数で可決

議案第２２号 平成３０年度海南市後期高齢者医療特別会計予算 賛成多数で可決

議案第２３号 平成３０年度海南市介護保険特別会計予算 賛成多数で可決

議案第２４号 平成３０年度海南市地域排水処理事業特別会計予算 全会一致で可決

議案第２５号 平成３０年度海南市同和対策住宅資金貸付事業特別会計予算 全会一致で可決

議案第２６号 平成３０年度海南市港湾施設事業特別会計予算 全会一致で可決

議案第２７号 平成３０年度海南市水道事業会計予算 全会一致で可決

議案第２８号 平成３０年度海南市病院事業会計予算 全会一致で可決

議案第２９号 旧来の慣行の変更及び廃止 全会一致で可決

議案第３０号 海南市辺地総合整備計画の策定 全会一致で可決

議案第３１号 公有水面埋立ての免許出願に対する意見 全会一致で可決

議案第３３号 海南市教育委員会委員任命の同意 全会一致で同意

発議第  １  号 ２０２５年国際博覧会の誘致に関する決議（案） 賛成多数で可決
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討論

討論

会派・議員名
 
 
 
 
 議案番号等

市政クラブ 日本共産党 
海南市議会議員団 公明党 新志 
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議案第１１号 
議案第２０号 
議案第２１号 
議案第２２号 
議案第２３号

○ ○○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

発議第  １  号 ○ ○ ○ × × × ×
副
議
長

○ ○ ○ ○ ○ 欠
席○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

【○…賛成　×…反対】 
※議長は賛否に加わることができません。ただし、賛否同数の場合は、議案の可決・否決を決めることができる「裁決権」が認められています。
※発議第１号については、議長が欠席しており、副議長が議長の職務を行ったため、賛否に加わることができませんでした。

■賛否の分かれた議案の表決結果

〇議案第11号
【反対】国の公費拡充と平成28年度剰余金のうち１億円を活用し、平成30年度国民健康保険税の1人当
たり調定額が平成29年度と比べ１万6536円減の８万6518円となっているが、まだまだ被保険者にとって
は高い国保税となっている。国の公費拡充分を除く本市の保険者努力による国保税の引き下げ額は被保
険者１人当たり5387円にとどまっており、一般会計からの繰り入れを行い、少なくとも被保険者１人当たり
１万円の国保税の引き下げを求める。 （上田　弘志議員）

2025年国際博覧会の誘致に関する決議（案）が議員から提出され、
賛成多数で可決されました。

2025 年に「いのち輝く未来社会のデザイン」をテーマとす
る国際博覧会を大阪・関西が一体となって開催することは、新
たな産業のイノベーションや観光振興が期待できるなど、大き
な経済効果をもたらすとともに、全世界に向けて圏域の存在感
を示す絶好の機会となり、極めて大きな意義がある。

また、このような国際博覧会の開催は、圏域全体のみならず、
和歌山県における産業振興や観光文化交流等を促進するととも
に、県内各地域の振興にも寄与することが期待できる。

本市においても昨年、日本遺産に認定された「絶景の宝庫　
和歌の浦」を、国内外の多くの皆さんに体験していただけるま
たとない機会である。

よって、海南市議会は、大阪・関西における国際博覧会の開
催を支持するとともに、誘致実現に向けた国内気運の醸成など、
2025 日本万国博覧会誘致委員会の招致活動を支援し協力する。

以上、決議する。
　平成 30 年３月２日

海南市議会

【賛成】国際博覧会を大阪・関西が一体となって
開催することによって、人が集まり、大きな経済効
果をもたらし、和歌山県の産業の振興や観光・文
化・交流の促進が大いに期待できる。本市にとっ
ても、昨年日本遺産に認定された「絶景の宝庫
和歌の浦」を体験していただくまたとないチャンス
であり、多くの人に本市にも来ていただくことによ
りいろんな産業にもプラスになると考えるので賛
成である。 （中西　徹議員）

【反対】2025年大阪万博の誘致は夢洲にＩＲ（カ
ジノ）を作ることから出発してきた。現在の大阪
府・大阪市の大阪万博構想にはカジノはないが、
大阪府2025年万博基本構想会議や大阪市の
ホームページを見れば大阪万博とＩＲの誘致を一
体的に進めていることは明らかである。

2015年に大阪府が府内の企業に意識調査
を行った結果を見ると、大阪の経済界の中で大
阪万博に期待するという声が圧倒的多数になっ
ておらず、財政負担の問題から府民の合意を十
分得られているのか大きな懸念を持っている。

（上田　弘志議員）

2025年国際博覧会の誘致に関する決議
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海南市及び紀美野町の全議員で構成する海南・海草議会
議員連絡協議会では、平成 29年に「絶景の宝庫　和歌の浦」
が日本遺産に認定されたことを好機と捉え、「サイクリング
ロードや日本遺産を生かした観光振興」について取り組ん
でいます。

マーケットニーズ・トレンド・観光資源のマッチングを ！

しました！を研修 開会 催

〜行政視察のため
本市に来られました〜ようこそ　 海南市へ

埼玉県春日部市議会
１月19日に埼玉県春日部市議会総務委員４

名と職員３名が新庁舎の整備について行政視
察に来られ、企画財政課、管財情報課、総務
課から説明を受け、市役所庁舎を見学されま
した。

大阪府柏原市議会
２月１日に大阪市柏原市議会維新の会の３

名の議員が新庁舎建設について行政視察に
来られ、企画財政課と管財情報課から説明を
受け、市役所庁舎を見学されました。

岐阜県関市議会
２月７日に岐阜県関市議会建設委員８名と

職員１名が空家等対策事業について行政視察
に来られ、都市整備課から説明を受けました。

熊本県宇土市議会
２月８日に熊本県宇土市議会議長が新庁舎
建設について行政視察に来られ、企画財政課
と管財情報課から説明を受け、市役所庁舎を
見学されました。柏原市議会  本会議場を見学

関市議会  視察の様子

ＳＴＡＲＳが表敬訪問
３月19日、宮本議長と中家副議長が第15回
全国スポーツ少年団バレーボール交流大会に出
場するSTARS10名の表敬訪問を受け、選手の皆
さんを激励しました。
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春の陽気が心地よい３月
11日、日方公民館主催のハ
イキング大会に参加しました。
野上電鉄廃線跡を利用した
健康ロード、わんぱく公園を
散策する約６キロメートルの
行程です。子どもたちの笑顔
があふれる休日でした。

庁舎跡地整備特別委員会

議会改革特別委員会

特 別 委 員 会 レ ポ ー ト

日方の庁舎跡地に整備が進む（仮称）市民交流施設の外観デザイン案が決まりました。建物の軀体は汚
れの目立ちにくいグリーングレー、アクセントカラーに元気を象徴し防災色でもあるオレンジを採用するこ
ととし、エントランスや津波避難用非常階段がある津波タワーを目立たせ、施設のシンボルにするとともに、
万が一、津波発生時に逃げ遅れた場合の目印にもなるようにするとしています。

また施設は、国道 42 号を
北上してきた際に、ファミリー
レストランの向こう側に見え、
また、電車に乗っていても高
架から見える位置にあるので、
海南市の新しいシンボル、ラ
ンドマークとしての存在感を
示すこととしています。

議会改革特別委員会では、「地方分権を進めるための議会基本条例、
開かれた議会、活力ある議会運営、積極的な政策提言について」をテー
マに、調査・研究を進めています。

２月１日に開催した委員会では、政務活動費の使途の公開について、
今期の議会改革の総括と来期への引き継ぎ事項について、協議しました。

施設整備の最大の目標は「にぎわいの創出」


